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１ 計画の背景と目的            

近年、水需要が低迷し、料金収入が減少するなど水道事業経営を取り巻く環

境は年々厳しくなることが予想され、設備更新に充てる財源の確保が大きな課

題となっています。また、東日本大震災等の大規模災害を教訓とした施設の耐

震化など、様々な課題への対応が求められています。 

このような状況を踏まえ、「給水安全確保及び老朽施設更新基本計画書」にお

いて、「吉見町水道事業ビジョン」に掲げた基本理念、理想像を実現していくた

めの、中長期的な視点に立った施設の更新計画や財政計画を策定しました。 

なお、財政計画には、経営戦略（収支ギャップの解消）の取り組みを試算に盛

り込み、水道事業経営の継続的な健全化を目指すものとしています。 

 

２ 水道施設の現況             

本町の水道施設には、今泉管理センター、黒岩配水場、久米田配水場、蚊斗谷

配水場、八反田配水場があります。このうち、黒岩配水場、久米田配水場及び蚊

斗谷配水場において、県営水道からの浄水（以下「県水」という。）を受水し、

配水しています。また、八反田配水場は、黒岩配水場からの水を受水し、配水し

ています。 

一方、今泉管理センターは、2008 年度まで浄水場として稼働していました

が、全量を県水受水に移行したため、現在は中央監視・制御設備のみが稼働して

いる状況です。 

2015 年度に策定したアセットマネジメント計画で、構造物・設備の健全度

を試算したところ、更新しなかった場合は老朽化が進み、健全度が著しく低下す

ることになりました。そこで、重要度・優先度を考慮して、計画的に更新を進め

る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低 区  
今 泉 管 理 セ ン タ ー  

中 区  

埼 玉 県 吉 見 浄 水 場  

吉 見 町 役 場  

高 区  

蚊 斗 谷 配 水 場  

黒 岩 配 水 場  

八 反 田 配 水 場  

久 米 田 配 水 場  

施設配置図 

配 水 区 域 ： 低 区 … 地 盤 高 が 20m 未 満 の 田 園 地 帯  

     中 区 … 地 盤 高 が 50m 未 満 の 西 部 丘 陵 地 帯  

     高 区 … 地 盤 高 が 50m 以 上 の 西 部 丘 陵 地 帯  
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区分 判定基準 

健 全 資 産 経過年数が法定耐用年数以内の資産額 

経 年 化 資 産 経過年数が法定耐用年数の 1.0～1.5 倍の資産額 

老 朽 化 資 産 経過年数が法定耐用年数の 1.5 倍を超えた資産額 

配水管（口径 75mm 以上）の総延長は、2017 年度末で 118km、このうち

耐震管の延長は約 33km、耐震化率は 28.3％となっています。アセットマネジ

メント計画で、管路の健全度を試算したところ、2032 年度以降は老朽化が進

み、健全度が著しく低下することになりました。「吉見町水道事業ビジョン」で

設定した目標値の達成に向けて、重要度・優先度を考慮し、管路の更新を進める

必要があります。 

 

業務指標（PI） 
2015 

年度 

2017 

年度 
目標値 

B504 管路の更新率 単年 0.35％ 0.43％ 0.50％ 

B605 管路の耐震管率 累積 27.8％ 28.3% 35.0％ 

※１ 「目標値」は 2028 年度の値です。 

※２ 「類似団体平均」は 2015 年度の値です。 
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３ 計画給水人口・給水量の予測       

近年、本町の給水人口は減少傾向にあります。将来推計を行った結果、2019

年度から 2028 年度までの計画期間のうち、給水人口は約 600 人減少し、そ

れに併せて一日平均給水量及び一日最大給水量も減少する見込みとなっていま

す。 

 

 
 
 
 

 

 

４ 経営比較分析表を活用した現状分析    

平成２６（2014）年度決算から、経営及び施設の状況を表す経営指標を活用

し、経年比較や他水道事業体との比較、複数の指標を組み合わせた分析を行う

ことにより、経営の現状及び課題を的確かつ簡明に把握することを可能とする

ため、「経営比較分析表」を作成しています。 

平成２９（2017）年度決算の経営比較分析表は、次頁のとおりとなります。 

 

 

  

計画１日最大給水量

13,200m3/日

11,700m3/日
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[年度]

１日平均給水量 １日最大給水量 給水人口

推 計  実 績  

計 画 期 間  

給水人口及び給水量の推計値 

※ １  2018 年 度 以 降 の 給 水 人 口 は 、 吉 見 町 人 口 ビ ジ ョ ン (2015 年 10 月 )の 数 値を 参 考 に 推 計 し て い ま す 。  

※ ２  2018 年 度 以 降 の 給 水 量 は 、 過 去 の 実 績 を 基 に 推 計 し た 水 需 要 予 測 の 値 と し て い ま す 。  

2 0 0 8      2 0 1 0      2 0 1 2      2 0 1 4      2 0 1 6      2 0 1 8      2 0 2 0      2 0 2 2      2 0 2 4      2 0 2 6      2 0 2 8  
     2 0 0 9      2 0 1 1      2 0 1 3      2 0 1 5      2 0 1 7      2 0 1 9      2 0 2 1      2 0 2 3      2 0 2 5      2 0 2 7  

計 画 給 水 人 口  
19,300 人  18,700 人  
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５ 課題と解決方策             

「吉見町水道事業ビジョン」では、水道事業の基本理念を実現するために、

「安全」「強靭」「持続」の観点で課題と解決方策を掲げています。 

 

 

 
基 本

理 念  
観 点  

観 点 の  

区 分  
課 題  方 策  

よ
り
安
全
・
安
心
で 

し
あ
わ
せ
を
守
る 

み
ん
な
の
水
道 

 

水 質 管 理  

安 全 性 の 向 上  水 安 全 計 画 の 策 定  

給 水 装 置 の 管 理  指 定 給 水 装 置 工 事 事 業 者 へ の 周 知 徹 底  

 

施 設 整 備  

施 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 見 直 し  

中 央 監 視 ・ 制 御 設 備 の 移 転  

今 泉 管 理 セ ン タ ー の 廃 止  

施 設 規 模 の 見 直 し  配 水 ポ ン プ の 最 適 化  

老 朽 設 備 の 更 新  法 定 耐 用 年 数 超 過 設 備 の 更 新 検 討  

耐 震 化 の 推 進  久 米 田 配 水 場 Ｐ Ｃ 配 水 池 の 耐 震 化  

設 備 管 理 体 制 の 簡 素 化  施 設 台 帳 シ ス テ ム の 導 入 検 討  

管 路 整 備  

老 朽 管 の 更 新  老 朽 管 更 新 計 画 の 策 定  

配 水 本 管 、 重 要 給 水 路 線 の 耐 震 化 の 推 進  管 路 耐 震 化 計 画 の 策 定  

管 路 の 整 備 と 維 持 管 理  

管 網 整 備 （ 新 設 路 線 ） の 検 討  

漏 水 箇 所 周 辺 地 域 の 事 前 点 検  

危 機 管 理  

被 災 時 の 事 業 継 続  BCP（ 事 業 継 続 計 画 ） の 策 定  

多 岐 に わ た る 災 害 へ の 対 応  

災 害 対 策 マ ニ ュ ア ル の 更 新  

三 助 の 向 上  

備 蓄 品 の 充 実  

災 害 用 資 機 材 の 強 化  

必 要 備 蓄 品 の 更 新  

 

運 営 管 理  

財 政 基 盤 の 強 化  料 金 体 系 の 検 証  

人 材 育 成 と 技 術 の 継 承  

継 続 的 な 研 修 の 実 施 、 参 加  

関 係 団 体 と の 連 携  

資 格 の 取 得 支 援  

環 境 配 慮  

省 エ ネ 設 備 導 入 の 検 討  導 入 可 能 省 エ ネ 設 備 の 調 査  

庁 舎 及 び 施 設 内 省 エ ネ 行 動 の 推 進  

庁 舎 及 び 施 設 内 空 調 温 度 の 最 適 化  

休 憩 時 間 の 消 灯  

お 客 さ ま  

サ ー ビ ス  
最 新 情 報 の 提 供  

ホ ー ム ペ ー ジ や SNS の 活 用  

庁 舎 内 水 道 関 係 資 料 の 提 供  

広 報 紙 へ の 情 報 掲 載 の 充 実  

  

課題と解決方策 
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６ 事業計画                

今回の計画期間で実施する方策を以下に示します。 

 

観 点  

観 点

の  

区 分  

方 策  

前 期  後 期  

2019 年 度 ～ 2023 年 度 2024 年 度 ～ 2028 年 度 

 水
質 

管
理 

水 安 全 計 画 の 策 定  
          

指 定 給 水 装 置 工 事 事 業 者 へ の 周 知 徹 底  
          

 

施
設
整
備 

中 央 監 視 ・ 制 御 設 備 の 移 転  
          

今 泉 管 理 セ ン タ ー の 廃 止  
          

配 水 ポ ン プ の 最 適 化  
          

法 定 耐 用 年 数 超 過 設 備 の 更 新 検 討  
          

久 米 田 配 水 場 Ｐ Ｃ 配 水 池 の 耐 震 化  
          

施 設 台 帳 シ ス テ ム の 導 入 検 討  
          

管
路
整
備 

老 朽 管 更 新 計 画 の 策 定  
          

管 路 耐 震 化 計 画 の 策 定  
          

管 網 整 備 （ 新 設 路 線 ） の 検 討  
          

漏 水 箇 所 周 辺 地 域 の 事 前 点 検  
          

危
機
管
理 

BCP（ 事 業 継 続 計 画 ） の 策 定  
          

災 害 対 策 マ ニ ュ ア ル の 更 新  
          

三 助 の 向 上  
          

災 害 用 資 機 材 の 強 化  
          

必 要 備 蓄 品 の 更 新  
          

 

運
営
管
理 

料 金 体 系 の 検 証  
          

継 続 的 な 研 修 の 実 施 、 参 加  
          

関 係 団 体 と の 連 携  
          

資 格 の 取 得 支 援  
          

環
境
配
慮 

導 入 可 能 省 エ ネ 設 備 の 調 査  
          

庁 舎 及 び 施 設 内 空 調 温 度 の 最 適 化  
          

休 憩 時 間 の 消 灯  
          

お
客
さ
ま 

サ—

ビ
ス 

ホ ー ム ペ ー ジ や 活 用 SNS の 活 用  
          

庁 舎 内 水 道 関 係 資 料 の 提 供  
          

広 報 紙 へ の 情 報 掲 載 の 充 実  
          

年次計画表 
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今回の計画期間では、主に今泉管理センターにある中央監視・制御設備の移

転、黒岩配水場と久米田配水場における中区及び高区へのバックアップ体制の

構築を予定しています。中央監視・制御設備の移転は、水害における中央監視機

能の喪失を避けるために実施します。また、バックアップ体制の構築として、配

水管網のループ化を進めており、これにより、黒岩配水場、久米田配水場のうち、

一方のポン プ故障等 に よる配水不 能時に他 方 の配水場か ら中区へ 配 水が行えるよ

うになります。したがって、これらの整備により、施設の効率的な運営が可能と

なります。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業計画で設定した投資試算に対する財源試算のシミュレーションを行いま

した。シミュレーションは以下の４つです。 

なお、財源確保策として考慮する手段は、企業債の借入と料金改定です。 

 

シミュレーション 条件 備考 

① 
企業債 ：なし 

料金改定：なし 

2017 年度 

現行料金 

② 
企業債 ：各年度で事業費の 30％借り入れ 

料金改定：2023 年度に５％改定 
－ 

③ 
企業債 ：各年度で事業費の 30％借り入れ 

料金改定：2023 年度に 10％改定 
－ 

④ 
企業債 ：各年度で事業費の 30％借り入れ 

料金改定：2023 年度に 15％改定 
－ 

※ 「○P 」 は 配 水 ポ ン プ を  

表 し て い ま す 。  

＜将来＞  

【中央監視・制御設備の移転先として黒岩配水場を選定した理由】 
・敷地が比較的広い。 
・ハザードマップ（荒川洪水）における浸水見込みが低い。 
・ハザードマップ（地震危険度）における被害割合が低い。 
・ハザードマップ（土砂災害）における被害見込みが低い。 
・他設備の更新と合わせて実施できる。 

将来の配水ネットワーク 

シミュレーション条件 
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【シミュレーション①（現行料金）】 

計画期間において、「シミュレーション①」では、2024 年度に収益的収支が

赤字となります。 

また、資本的収支の不足額を補う、補てん財源も 2024 年度には資金ショー

トするため、事業の継続が難しくなります。 
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【シミュレーション②（企業債の借り入れあり、５％改定）】 

計画期間において、「シミュレーション②」では、2023 年度に５％の料金改

定を行い、一時的に料金収入が上がりますが、収益的支出が増加する分、2026

年度には収益的収支が赤字となります。 

補てん財源は計画期間をとおしてプラスとなるため、事業の継続は可能とな

ります。また、最終年度（2028 年度）の残高は２億２千万円程度となり、2018

年度値の約 24％となります。 

 

 
 

 
 

 
 

-12,000

0

12,000

24,000

36,000

590,000

610,000

630,000

650,000

670,000

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

[年度]

[千円][千円]
収益的収支

収益的収入 収益的支出 当年度純利益

2026年度に赤字

2023年度に

５％の料金改定

収
益

的
収
支

当
年
度
純

利
益

(1,000,000)

(900,000)

(800,000)

(700,000)

(600,000)

(500,000)

(400,000)

(300,000)

(200,000)

(100,000)

0

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

[千円]

[年度]

資本的収支
資本的収入 資本的支出 sa

0

0

0

1

1

1

1

0

200

400

600

800

1,000

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

[百万]

[年度]

補てん財源残高
補てん財源残高 sa

資金ショートなし





12 

【シミュレーション③（企業債の借り入れあり、10％改定）】 

計画期間において、「シミュレーション③」では、2023 年度に 10％の料金

改 定 を 行 い 、 一 時 的 に 料 金 収 入 が 上 が り ま す が 、 収 益 的 支 出 が 増 加 す る 分 、

2028 年度にかけて逓減する見込みです。 

補てん財源は計画期間をとおしてプラスとなるため、事業の継続は可能とな

ります。また、最終年度（2028 年度）の残高は４億円程度となり、2018 年

度値の約 42％となります。 
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【シミュレーション④（企業債の借り入れあり、15％改定）】 

計画期間において、「シミュレーション④」では、2023 年度に 15％の料金

改 定 を 行 い 、 一 時 的 に 料 金 収 入 が 上 が り ま す が 、 収 益 的 支 出 が 増 加 す る 分 、

2028 年度にかけて逓減する見込みです。 

補てん財源は計画期間をとおしてプラスとなるため、事業の継続は可能とな

ります。また、最終年度（2028 年度）の残高は５億７千万円程度となり、2018

年度値の約 60％となります。 
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７ フォローアップ             

今後は、健全な経営を維持するために、PDCA サイクル（Plan：計画⇒Do：実

行⇒Check：評価⇒Action：改善）を活用し、毎年度進捗管理を行うとともに、

「投資・財政計画」と実績の乖離を検証するだけなく、将来予測方法や「収支ギャ

ップ」の解消に向けた取組等について検証し、概ね３年から５年ごとに必要に応

じて見直し（ローリング）を行います。 

 

 

 


